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時田幸之輔 (埼玉医科大 ･短期大学 ･理学痴法学科)
錐体筋支配神経の観察を行う前段階として,今年度
はカニクイザル腰神経叢の個々の神経について起始,
経路,分布の特徴を調査した.Ll:腹壁に進入し外側
皮枝 (Rcl)を分枝した後,側股壁の内腹斜筋 (Oi)と那l
横筋 (Ta)の間 (第2-3眉間)を走行し,腹直筋鞘に入る.
股直筋の後面から筋枝を与えた後,この筋をrrいて前
皮枝(Rca)を分枝する.L2:上幹と下幹に分岐する.上
幹はRclを分枝し,側脱fJBの邦2-3眉間を走行し.脳紅
筋鞘に入り,Rcaとなる.下幹はRclを分枝し,側脱壁の
第2-3眉間を走行し,OiとTa-の筋枝となる.L3:L4
-の交通枝を分枝した後,大腰筋の内側をfrき,大腰筋
と小腰筋の間を通り,大腰筋の袈両を下行する.探鼠径
輪の外側で鼠径靭帯をrrき,大腿内仰‖こ分祁する皮枝
となる (削).L4:L3からの交通枝を受けた後,主枝,
大腿神経に参加する枝,閉飢神経に参加する枝の3校に
分岐する.主枝は大腰筋をrrいて現れ,欄骨筋の表面を
下行する.上前腸骨林の内側で鼠径靭粥をrfき,大腿外
側に分布する皮枝となる (#2).3体5側の腰神経沼につ
いて比較を行ったところ,大腿に分布する皮枝 (#1,#2)
については,個体差が多く,その皮枝の起始分節により,
経路,分布が変化することが示唆された.今後は今回の
結果を基に錐体筋 ･腹直筋支配神経の起始分節,経路,
分布について調査を行っていきたい.
1-7ニホンザル歯牙の幾何学的形態計測学を用いた形
態学的研究
藤田正勝 (奈良文化財研究所)
霊長研に保管されているMacacajZLSCala.M.
fasccILlarLIs,M.mzL/ata(合計300個体)の下顎那1-3大日
frTの唆合面をデジタル写fI･qIU;.6したが,これはM.
jZLSCataの地域的な差を見るためにDI総半Pl,長野,島根
産の雌雄が含まれる.分析では,迫跡などからもっとも
出土頻度が高く,これら3種の判別が難しいとされる下
顎節 1臼歯を最初に扱うことにした.幾何学的形態計測
学的分析を行うための有効な標識点群を探し出すこと
を目標にした.統計的分析では,それぞれの産地ごとの
プロクラステス合意配置を求め,最終的にはプロクラ
ステス合意配置における多変量解析の累積寄与率90%
以上の主成分を用いて,Chord法によるクラスター分析
を行うことを目標とした.
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